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9 【施工における　課題・問題点　等】

　新潟バイパス本線にて車線規制を行い、第一走行路肩に堆積している土砂撤去作業を実施した。

　車線規制を行う作業起点箇所はインターから上がってすぐの本線合流部から300ｍ程度の場所に位置し、

　早めの車線変更を促す必要があり、一般車両への注意喚起方法が安全管理上の課題となった。

車線規制の状況

10 【実　施　内　容】

移動式路面標示プロジェクターの活用

移動式プロジェクターは、路面に対して交通に必要な情報を投影し、ドライバーに伝達するもの。

ゴボと呼ばれる絵柄が入ったガラスレンズを装着して路面に投影する。

充電式リチウムイオンバッテリ－で発電機等は不要。
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【実　施　内　容　等】

夜間シミュレーション投影した様子 各パターン（ゴボの種類）

現場での実際の状況　：　移行区間手前に設置（黄色矢印を選択　点滅標示）

路面に鮮明に標示され、置き型の矢印板に比べ、大きくて目立っているのが確認できる

11 【実　施　結　果】

・移行区間手前に設置することでより早めに車線変更を促し、規制区間に接近する車両は

　ほとんどいなかったので効果があったと感じる。

・置き型の矢印板では車両との接触が考えられるが投影標示なので踏まれても問題ないので安心感がある。

問題点として

・設置に少し時間がかかる　→安全施設設置は安全面から時間をかけたくない

・設置場所と標示場所に一定の距離が必要　→大きく標示するには機材から標示する場所まで数ｍ必要
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